
　
京
都
文
紙
事
務
用
品
組
合

（
島
嘉
秀
理
事
長
、略
称
＝
き
ょ

う
ぶ
ん
）
は
２
月
10
日
、
京
都

市
下
京
区
の
か
ら
す
ま
京
都
ホ

テ
ル
で
新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開

催
し
、
組
合
員
19
人
、
賛
助
会

員
24
人
の
計
43
人
が
参
加
、
賑

や
か
に
歓
談
し
て
親
睦
を
深
め

た
。

　
冒
頭
、
島
理
事
長
が
新
年
の

挨
拶
を
述
べ
、「
２
０
２
５
年

は
金
利
の
上
昇
や
米
・
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
就
任
な
ど
、
経
済

環
境
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
厳

し
い
年
と
な
る
。
一
方
で
、
文

具
女
子
博
の
盛
況
ぶ
り
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
動
き
も

あ
る
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
激
動
の
２
０
２

５
年
を
乗
り
切
っ
て
行
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
、
賛
助
会
を
代
表
し

て
ア
ケ
ボ
ノ
ク
ラ
ウ
ン
・
松
本

圭
司
社
長
が
「
奇
跡
を
期
待
す

る
の
で
は
な
く
、
顧
客
と
の
地

道
な
関
係
づ
く
り
が
重
要
」
と

述
べ
、
自
社
の
見
本
市
開
催
に

つ
い
て
も
紹
介
。
そ
の
後
、
寺

西
化
学
工
業
・
山
下
慎
二
社
長

の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
、
開

宴
し
た
。

　
宴
中
、
賛
助
会
員
に
よ
る
企

業
Ｐ
Ｒ
を
交
え
な
が
ら
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
、
活
発
な
交
流
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
最
後
に
、
村
上
龍
副
理
事
長

の
閉
会
の
辞
と
京
滋
Ｂ
Ｓ
・
木

本
直
孝
社
長
の
一
本
締
め
で
幕

を
閉
じ
た
。

　
な
お
、
同
組
合
は
３
月
26
日

に
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
の
「
ワ
イ
ン

蔵
し
お
り
」
に
て
組
合
員
懇
親

会
を
予
定
し
て
い
る
。

　
文
房
具
好
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
」
が
主
催
す
る
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

Ｙ
は
、
４
月
13
日
に
名
古
屋
市

千
種
区
の
名
古
屋
市
中
小
企
業

振
興
会
館
第
２
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

展
示
場
で
、
文

房
具
の
イ
ベ
ン

ト
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
２

０
２
５
」
を
開
催
す
る
。

　
文
房
具
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

と
熱
い
想
い
を
持
つ
出
展
社

と
、
そ
の
文
房
具
に
出
会
い
、

想
い
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
る
人

達
を
つ
な
ぐ
年
に
一
度
の
文
房

具
イ
ベ
ン
ト
。

　
会
場
で
は
、
販
売
ブ
ー
ス
に

23
社
、
手
帳
ブ
ー
ス
に
５
社
、

メ
ー
カ
ー
ブ
ー
ス
／
販
売
に
３

社
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
５
社

が
出
展
す
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
ナ
ガ
サ
ワ
文

具
セ
ン
タ
ー
、
文
具
館
コ
バ
ヤ

シ
、
大
栗
紙
工
、
川
﨑
文
具
店
、

た
ま
の
文
具
屋
、シ
ヤ
チ
ハ
タ
、

古
川
紙
工
、
マ
イ
ン
ド
ウ
ェ
イ

ブ
な
ど
30
社
が
出
展
す
る
。

　
特
別
企
画
と
し
て
①
手
帳
お

試
し
ブ
ー
ス
②
手
作
り
リ
ン
グ

ノ
ー
ト
作
成
ブ
ー
ス
③
文
房
具

の
里
子
会
ブ
ー
ス
を
設
け
る
、

ま
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ブ
ー
ス

を
設
け
る
ほ
か
、
特
設
会
場
で

は
元
教
師
で
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ｒ
の
す
ぎ
や
ま

先
生
、
文
房
具

ソ
ム
リ
エ
の
石

津
ヒ
ロ
シ
の
講
演
を
予
定
。

　
先
行
入
場
（
午
前
10
時
～
）

２
２
０
０
円
（
限
定
１
０
０

名
）、一
般
入
場（
午
前
11
時
～
）

１
２
０
０
円
、
中
高
生
８
０
０

円
。
小
学
生
以
下
無
料
。

　
株
式
会
社
竹
田
事
務
機
（
竹

田
登
社
長
、
京
都
市
）
は
、
２

月
28
日
、３
月
１
日
の
２
日
間
、

京
都
・
岡
崎
の
「
み
や
こ
め
っ

せ
」
で
、
京
都
最
大
級
の
文
具

展
示
即
売
会
「
Ｔ
Ａ
Ｇ
文
具
ま

つ
り
」
を
開
催
、
会
期
中
多
数

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
初
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
富

田
鈴
奈
実
行
委
員
長
の
司
会
で

朝
礼
を
行
い
、竹
田
社
長
は「
日

本
は
も
の
づ
く
り
の
分
野
で
は

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
コ

ツ
コ
ツ
と
も
の
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
今
で
は
世
界
に
冠
す
る

企
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

文
具
は
日
本
の
お
家
芸
で
あ

り
、
厳
密
で
高
品
質
な
も
の
づ

く
り
は
世
界
に
誇
れ
る
産
業
と

言
え
る
。
Ｔ
Ａ
Ｇ
文
具
ま
つ
り

も
回
を
重
ね
て
、
京
都
の
み
な

ら
ず
全
国
か
ら
出
展
オ
フ
ァ
ー

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
毎

年
開
催
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
。
今
回
は
メ
デ
ィ
ア
露
出

が
増
え
、
過
去
最
多
の
来
場
を

予
定
し
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

　
今
回
は
「
相
棒
文
具
」
を

テ
ー
マ
に
、
30
社
以
上
の
メ
ー

カ
ー
や
作
家
が
出
店
し
て
、
新

製
品
や
話
題
商
品
を
豊
富
に
揃

え
た
。
人
気
の
ス
タ
ン
プ
関
連

で
は
「
は
ん
こ
作
家
大
集
合
の

コ
ー
ナ
ー
」
を
展
開
、
作
家
が

つ
く
る
１
点
も
の
が
人
気
を
集

め
た
。

　
入
り
口
に
は
文
具
店
Ｔ
Ａ
Ｇ

ス
タ
ッ
フ
お
薦
め
の
「
相
棒
文

具
」の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
営
。

77
点
の
相
棒
文
具
を
紹
介
、
来

場
者
に
よ
る
人
気
投
票
も
行
っ

た
。

　
こ
の
ほ
か
、
文
具
店
「
Ｔ
Ａ

Ｇ
」
の
コ
ー
ナ
ー
、
エ
ッ
グ
ン

ネ
ク
ス
ト
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

よ
る
、
ア
ー
ト
＆
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
を
集
め
た
「
ツ
ク
ル
ヒ
ト
タ

チ
」
の
コ
ー
ナ
ー
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
イ
ン
ク
づ
く
り
や

シ
ー
リ
ン
グ
ワ
ッ
ク
ス
を
使
っ

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
タ
ケ
ダ

事
務
機
の
京
都
オ
フ
ィ
ス
づ
く

り
商
談
会
、
ア
ヴ
ニ
ー
ル
の
高

速
印
刷
無
料
体
験
な
ど
、
竹
田

事
務
機
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
商
品
展
示

や
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
展
開
。

　
会
期
中
は
、
文
房
具
ソ
ム
リ

エ
・
石
津
大
氏
、
文
具
王
・
高

畑
正
幸
氏
、
文
具
ラ
イ
タ
ー
・

藤
村
阿
智
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
や
ヤ
マ
ト

の
「
グ
ラ
ス
デ
コ
体
験
」、
パ

イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
キ
ャ
ッ
プ
・
軸
・
ペ
ン
先
を

自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る

「
カ
ク
ノ
チ
ョ
イ
ス
」
な
ど
数

多
く
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実

施
、
好
評
を
博
し
た
。

　
富
田
実
行
委
員
長
は
「
新
学

期
や
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
相

棒
文
具
を
見
つ
け
て
も
も
ら
お

う
と
、
今
回
の
テ
ー
マ
に
据
え

た
。
集
客
面
で
は
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ

を
始
め
て
活
用
し
た
と
こ
ろ
、

問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
た
。
土

曜
日
は
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
が
生
放

送
の
予
定
で
、
集
客
効
果
が
期

待
さ
れ
る
」
と
話
し
た
。
　

　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
（
舟

橋
正
剛
社
長
、名
古
屋
市
）
は
、
一
般
社
団
法
人
未
来
も
の
づ
く

り
振
興
会
が
主
催
し
、
４
月
１

日
よ
り
募
集
を
開
始
す
る
「
第

18
回
シ
ヤ
チ
ハ
タ
・
ニ
ュ
ー
プ

ロ
ダ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
に
特
別
協
賛

す
る
。

　
商
品
化
を
前
提
に
今
ま
で
に

な
い
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を

求
め
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

で
、
２
０
２
４
年
に
開
催
し
た

第
17
回
で
は
１
５
３
８
作
品
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
９

点
を
受
賞
作
品
と
し
て
決
定
し

た
。

　
第
18
回
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な

が
る
し
る
し
」。
こ
れ
と
あ
れ
、

こ
こ
と
あ
そ
こ
、
わ
た
し
と
あ

な
た
。
な
に
か
と
な
に
か
が
つ

な
が
る
と
き
、
だ
れ
も
想
像
し

な
か
っ
た
新
し
い
世
界
が
見
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で

に
な
い
「
つ
な
が
り
」
を
生
む

し
る
し
と
は
な
に
か
。
人
々
が

使
う
な
か
で
つ
な
が
り
、
と
き

に
連
な
り
、
あ
る
い
は
交
差
し

た
り
、共
鳴
し
た
り
し
な
が
ら
、

広
が
り
を
持
つ
よ
う
な
提
案
を

よ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　
審
査
員
は
、
中
村
勇
吾
氏
、

原
研
哉
氏
、
深
澤
直
人
氏
、
三

澤
遥
氏
の
４
名
に
加
え
、
ゲ
ス

ト
審
査
員
と
し
て
建
築
家
の
大

西
麻
貴
氏
を
新
た
に
迎
え
た
。

　
受
賞
作
品
は
、
グ
ラ
ン
プ
リ

１
作
品
（
賞
金
３
０
０
万
円
）、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
２
作
品
（
賞
金

50
万
円
）、
審
査
員
賞
５
作
品

（
賞
金
20
万
円
）、
特
別
審
査
員

賞
１
作
品
（
賞
金
20
万
円
）
の

計
９
作
品
と
な
り
商
品
化
を
検

討
す
る
。

　
応
募
受
付
期
間
は
、
４
月
１

日
～
５
月
30
日
。
12
時
。

　
応
募
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
、
参
加
資

格
は
個
人
、
グ
ル
ー
プ
及
び
企

業
、団
体
。
年
齢
、性
別
、職
業
、

国
籍
不
問
（
た
だ
し
、
日
本
語

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
で
あ
る
こ
と
）。
１
次
審

査
を
通
過
し
た
場
合
、
２
０
２

５
年
８
月
29
日
ま
で
に
、
模
型

制
作
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

　
入
賞
し
た
場
合
、
２
０
２
５

年
10
月
10
日
午
後
６
時
（
予

定
）
か
ら
東
京
都
内
で
行
わ
れ

る
表
彰
式
に
　
参
加
が
可
能
な

こ
と
。

　
１
人
ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ

で
複
数
作
品
の
応
募
が
可
能
。

た
だ
し
、
事
前
エ
ン
ト
リ
ー

は
１
応
募
に
つ
き
１
エ
ン
ト

リ
ー
。
全
て
の
受
賞
作
品
が
、

商
品
化
の
対
象
と
な
り
、
同
コ

ン
ペ
の
公
式
サ
イ
ト
で
公
開
さ

れ
る
。

　
公
式
サ
イ
ト
（h

ttps://
sn
dc.desig

n

）
よ
り
応
募

す
る
。

　
協
同
組
合
大
阪
紙
文
具
流
通

セ
ン
タ
ー
経
営
労
務
委
員
会

（
寺
浦
浩
之
委
員
長
）
主
催
の

新
春
経
済
講
演
会
は
、
２
月
14

日
午
後
５
時
半
か
ら
、
組
合
会

館
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
63
人

が
聴
講
し
た
。

　
当
日
は
村
田
晃
嗣
同
志
社
大

学
教
授
が
「
返
り
咲
い
た
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
世
界
と
日
本
に

与
え
る
影
響
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。

　
講
師
は
「
昨
年
行
わ
れ
た
ア

メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
に
つ
い

て
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
で
、
激
戦
７
州
で

圧
勝
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
圧

勝
な
ど
し
て
お
ら
ず
誤
差
の
範

囲
で
当
選
し
た
。
圧
勝
し
た
大

統
領
は
強
い
権
力
を
持
つ
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
強
い
大
統

領
で
は
な
い
。
我
々
が
向
き

合
っ
て
い
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

弱
体
政
権
で
、
弱
い
か
ら
大
統

領
令
を
乱
発
し
て
お
り
、
こ
れ

は
弱
さ
の
証
。
法
律
を
作
る
自

信
が
な
い
か
ら
大
統
領
令
で
ご

ま
か
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

任
期
は
後
４
年
だ
が
、
大
統
領

令
を
乱
発
す
る
の
は
こ
の
政
権

が
い
か
に
弱
い
の
か
の
現
れ
。

ま
た
、
石
破
、
ト
ラ
ン
プ
会
談

は
首
脳
会
談
と
し
て
は
成
功
だ

が
、
こ
れ
で
リ
ー
ダ
ー
同
志
の

信
頼
関
係
が
築
か
れ
て
、
日
米

関
係
が
安
泰
だ
と
い
う
状
況
で

は
な
い
」
と
話
し
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
は
、
決
し
て
強
い
大
統

領
で
は
な
く
、
同
政
権
が
抱
え

る
問
題
点
な
ど
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
同

盟
国
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
せ
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
し
た
。

　
大
阪
府
は
府
の
商
工
業
振
興

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
若

し
く
は
団
体
を
表
彰
す
る
「
大

阪
府
商
工
関
係
者
表
彰
」
を
実

施
し
て
い
る
が
、
今
年
度
の
表

彰
者
１
７
２
人
、
４
事
業
所
を

決
定
し
、
２
月
14
日
午
後
２
時

よ
り
大
阪
市
中
央
区
の
エ
ル
・

お
お
さ
か
（
府
立
労
働
セ
ン

タ
ー
）で
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
団
体

役
員
86
人
、
団
体
職
員
16
人
、

従
業
員
70
人
、
４
事
業
所
。

　
業
界
関
係
の
表
彰
者
は
次
の

通
り
。
敬
称
略

　【
団
体
役
員
】

　
南
里
吉
彦
（
大
阪
文
具
事
務

用
品
協
同
組
合
理
事
）

　【
従
業
員
】

　
猪
原
裕
二
（
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　

Ｌ
Ａ
Ｂ
．）、
岡
山
久
裕
（
Ｌ
Ｉ

Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ
Ａ
Ｂ
．）、
大
矢
清

敦
（
セ
キ
セ
イ
）、
德
田
純
子

（
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
）、
前
田
博

幸
（
シ
ー
ド
）

き
ょ
う
ぶ
ん
の
賀
詞
交
歓
会

「相棒文具」テーマに
京都・竹田事務機

恒例のＴＡＧ文具まつり

挨
拶
す
る
竹
田
社
長

多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
う
会
場

シヤチハタ
「
つ
な
が
る
し
る
し
」テ
ー

マ
に

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
作
品
募
集

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
告
知

流
通
セ
ン
タ
ー
が

新
春
経
済
講
演
会

府
の
商
工
業
振

興
発
展
に
功
績

個
人
と
団
体
を
表
彰

文
房
具
に
熱
い
想
い

４月１３日

名
古
屋
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

きょうぶん

皆
で
英
知
を
出
し
合
い

激
動
の
時
代
を
乗
り
切
ろ
う

流
通
セ
ン
タ
ー
の
講
演
会


